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	このたび当院では、「川崎市における高齢者の健康と暮らし方に関する学術調査」の研究にご参加された皆様へ、1)医学部倫理委員会の承認ならびに病院長の許可のもと、頭部MRIの解析方法とそのための共同研究機関の追加、2)レジリエンス（resilience:回復力)とは困難な環境にもかかわらずうまく適応する過程・能力・結果と定義される幅広い概念で、高齢者での健康維持に関連する機能として身体的及び精神的レジリエンスが注目されており、レジリエンス研究のために日本国の共同研究機関の追加3）高齢者集団の表現型...
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	１　対象となる方
	1) 頭部MRI解析：西暦2021年より2023年までの間に、慶應義塾大学医学部百寿総合研究センターが行った「川崎市における高齢者の健康と暮らし方に関する学術調査」にご参加をいただいた方のうち、頭部MRI検査を受けられた方。
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	5) 高度なオミクス解析：西暦2017年より2023年までの間に、慶應義塾大学医学部百寿総合研究センターが行った「川崎市における高齢者の健康と暮らし方に関する学術調査」にご参加をいただき、血液サンプルをご提供いただき、遺伝子解析に同意いただいた方。
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	7) エクソソーム解析：西暦2017年より2023年までの間に、慶應義塾大学医学部百寿総合研究センターが行った「川崎市における高齢者の健康と暮らし方に関する学術調査」にご参加をいただき、血液サンプルをご提供いただき、遺伝子解析に同意いただいた方。
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